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ベビーブーマー世代の親子関係　Ｉ

親子の経済関係の移行の実態

〔(社)日本家政学会

千葉大教育　宮本みち子

　　　　　　　　千葉大教育　　○宮本みち子　　日大習志野高校　飯塚和子

　《目的》1991年から1992年にかけて20台未婚青年の親子関係研究に取り組み、分析結果
を発表したが、その結果をふまえて（家計経済研究所編1994「「脱青年期」の親子関係と

出現と親子関係一経済・行動・情緒・規範のゆくえ」）、現代的特質を持つ親子関係が、

いつ頃からどの世代に浸透したのか、また、これらの構造が社会経済的環境条件の変動す
る中で、矛盾なく維持されるかどうかを検討するため、戦後の第一世代であるベビーブー

マーの親子関係に焦点をあてだ。本報告は、ベビーブーマーとその親との経済関係が、青
年期から現在までどのように推移したかを分析し、親子の経済関係が世代間関係の特質を
どのように規定しているかを明らかにする。

《方法》1947～1949年生まれの男女を対象にアンケート調査を実施した。【調査期間】19
92年7-8月【調査地】東京都府中市および長野県松本市【調査方法】住民基本台帳より層化
2段階抽出。府中市は留置調査と一部郵送調査を併用、松本市はすべて郵送法。

《結果》　結婚前に家計を助けていた者が多いが、その割合は学歴･親の経済水準で異な

る。結婚前も結婚後も親の経済的援助を経験した者は10%台で松本の方が多い。経済的援
助の授受は、親から子への援助が勝っている。結婚後の親子の経済力では、･府中の約半数、
松本の３割が、”常に親が上”である。親子の経済関係の推移は親の経済水準と地域性に

規定されている。府中では、親の高い経済水準を背景に、親から子への経済的・非経済的
援助に支えられた良好な親子関係を形成している階層が特徴的であるのに対して、松本で

は、あととリ同居の形をとっだ親子一体的な関係が維持され、それを土台とする親子の援･
助関係が強い。

ベビーブーマー世代の親子関係（n）
　　　一親子関係の主観的評価－
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　〈目的〉ベビーブーマー世代が、彼らの老親との親子関係をどのように評価しているかを
明らかにし、その規定要因を当事者の生活構造の側面から探る。さらに従来から親子の情
緒関係の規定要因とされている居住関係に加え、対象者の家族位座や発達経歴にも視点を
あて、ライフコース的手法によって、ベビーブーマー世代の親子関係の実態と意識を明ら
かにする。

　〈方法〉研究の方法は（Ｉ）と同じ。（n）における具体的な手順としては、まず、親子
間の情緒面を測定する指標として親子関係の良否について尋ねた質問項目を用いた。これ
を調査対象の２地域で比較し、さらに対象者の生活構造要因一居住経歴、家族経歴、経済
経歴からも分析を試みた。
　（結果）①松本と府中では、親子関係の主観的評価に差異かあり、府中の方が良好である。
②ベビーブーマー世代には、あととり規範が明確に残存しているが、あととりの意味や内
容が松本と府中では異なっている。③同別居は家族位座と密接な関係を持ち、同居とあと
とりは複合する部分が大きいが、松本と府中では同居の意味も異なっている。④親に経済
力かあれば、親子関係は良好に評価される。⑤松本では家族位座や家族経歴によって、親
子関係の評価はかなり明確に二分される。「財継承としての親子関係」や「親扶養を伴う
子役割」を担う者と親との関係は良好ではない。⑥府中では親子関係は多層的であり、「財
継承としての親子関係」や「親扶養を伴う子役割」からの解放かあり、これらは親子の関
係の評価を良好な者としている。その背景には親の経済力と大都市圏における激しい人口
移動の実態があると考えられる。


